ファクトリーツアーのお知らせ

　来る2018年6月8～10日、追手門大学にて開催されるオペレーションズ・マネジメント＆ストラテジー学会第10回全国研究発表大会ならびにThe 8th International Symposium on Operations Management and Strategy 2018では、大会初日(６月８日)にファクトリーツアーを行います。ファクトリーツアーは２つ並行して行います。それらの概要は以下の通りです。
　参加希望の方は、必ず5/20までにメールで参加申し込みをして下さい。詳細をご連絡致します。

１．最上インクス
http://www.saijoinx.com/
住所：京都市右京区西院西寿町５番地
企業の概要：ミッション「顧客の事業を成功へ導くイノベーションパートナー」、ビジョン「世界の開発を支援する開発型メーカー」の下、試作事業を中心に、積極的にIoTを導入しながら主に薄板金属加工を行っている企業です。中小企業と言うと経験豊富な職人の集まりというイメージが強いですが、最上インクスは若い従業員の人達の活力を生かし、先進的な技術を用いて設計、製造に挑戦しています。市場もグローバルを見据えています。
https://www.youtube.com/watch?v=7ELng1AErHo
参加人数：最大10名（英語の通訳有り）
集合場所：阪急電鉄京都線、西院駅、西改札口13:00集合または阪急電鉄京都線、茨木市駅12:30集合  阪急電鉄西院駅から徒歩で会社に行きます。
申込フォーム：[Application form download]
申込先メールアドレス：ota@bus.osaka-cu.ac.jp

２．堀場製作所「HORIBA BIWAKO E-Harbor」
住所：滋賀県大津市苗鹿1丁目15-1
本工場の特徴：主力の自動車排ガス測定装置などの営業・開発・設計・生産・サービスの一体化改革を実現し、国際競争力を飛躍的に高めた最新鋭の開発・生産拠点
工場の名前の由来：HORIBA BIWAKO E-HARBORの“E”は、当社がこの拠点でめざす様々な効果を示す言葉の頭文字。世界のHORIBAグループの工場をOne Productionとして牽引していく母港（ホームハーバー）となるフラッグシップ工場を意味する。
Engineering　　開発、受注設計、生産を革新するプロダクトエンジニアリング
Environment　　琵琶湖畔のロケーションで環境配慮型の工場
Engagement　　お客様との共鳴・約束、部門間の連携強化
Enhancement　　品質・人財・生産力の向上
Energy system　　ハイエンドなガス分析システムの提供
http://www.horiba.com/jp/corporate-news/news/article/horiba-biwako-e-harbor-43851/
参加人員：最大27名
集合場所：JR湖西線「比叡山坂本駅」13:00集合（必着）。当駅から工場までは堀場製作所様御提供のマイクロバスにての送迎サービスを利用します。なお、京都から比叡山坂本駅までの電車の所要時間は新快速で約14分。
[bookmark: _GoBack]申込フォーム：[Application form download]
申込先メールアドレス：michiyamorita2@gmail.com
